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図 各種電池の性能向上（エネルギー密度）

二次電池の歴史
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図 電池システム：基本構成（4つの要素）

二次電池（Liイオン）の原理
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民生用汎用リチウムイオン電池価格の推移
（小型円筒形18650ベアセル）

吉野彰先生 『Liイオン2次電池の課題と将来展望』
主催 : 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ Electronic Journal 228th Technical Symposium

2009冬 Liイオン2次電池徹底検証講演予稿集（2009. 12.17）

リチウムイオン電池の価格は小型民生用で大きく低下してきた
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高性能Liイオン二次電池のカテゴリーとは？

ﾓﾊﾞｲﾙ情報機器
(2～3Ah)

電気製品

1991年～

第1の用途
自動車

EV / HEV
(10～100Ah)

2009年～

第2の用途
都市

定置用電池
（？Ah）

20??年～

第3の用途



日経BPクリーンテック研究所予測
（2010）

スマートグリッド関係の投資の予測
（総額、世界市場）



図 二次電池による供給(太陽電池・風力その他)と需要間の電力平準化

定置用電池の目的

①発電供給と需要との差を緩和する（昼夜のロードレベリング）

②太陽電池・風力発電等の大きな変動を吸収する



定置用電池はどのようなものになるか？
一口に定置用と言っても、カバーする領域の幅は大きく、経済合理性を持つ
最適電池設計の基本思想(？)は未だ提案されていない・・・・。

最も合理的な電池デザインとは？ サイズ依存性は？

約10kWh

家庭用

（10～100Ah）

二次電池

EV

ハウス

104kWh？

ﾘﾆｭｰﾜﾌﾞﾙ・ﾌｧｰﾑ用

二次電池群

発電ファーム
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要求最大出力

EV 電池

HEV電池

プラグインHEV 電池

10C１C0.1C

ﾛｰﾄﾞﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ用
ﾘﾆｭｰﾜﾌﾞﾙｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵用

自動車定置利用

図 定置用と環境車両用電池の領域

定置用電池の特徴（１）
システムが要求する絶対的な電流値は大きいが、

単位重量あたりの電流（比）は小さいと考えられる



信頼性を確保した（超）長寿命電池であること

コストをいかに低減するか
電力価格が安価なため、電力の平準化で経済的に成立するためには、トータルとし
て、電池部分の価格が十分に安い必要がある。

技術的には、多数の電池が集合し構成されるため、熱的な開発も必要と
考えられている。

ﾓﾊﾞｲﾙ製品（機能）

①初期価格の低減

②（超）長寿命化に
よるコスト低減

定置用電池の特徴（２）



初期容量

劣化後容量

システム作動下限電圧

電
池
電
圧

電池容量

システム作動のための電圧を維持できなく
なった時が放電末期

内部抵抗増大
による出力低下

図 電池の劣化：クーロン容量と出力の減尐

出力（比）の高い
使い方での劣化

大型定置用の使い
方での劣化は？

一般的な電池劣化



発電所を2次電池で置き換えることを考えてみる

ｴﾈﾙｷﾞｰ量
1GW×8h

1GW (１MkW)
の発電所

出力

≒10GWhのｴﾈﾙｷﾞｰ蓄積

仮定：電池コスト30円/Whとすると、
10GWh×30円/Wh=3・1011 円

=3000億円

電池寿命が20年とすると、システムを
40年持たせるためには、

3000億円×2 = 6000億円
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もし大型定置用電池技術が創出をされるなら
次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ産業を支える巨大市場の可能性

低コスト化
⇒ 性能特性に合わせた最低コスト設計

⇒ 大量生産（尐量品種）

（超）長寿命化
⇒ 最も寿命を延ばすための材料設計

（低コスト化との競合はあるか？）

⇒ システムによる支援


